
２００４．３．１ （３）

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
１
４

【
歯
並
び
（
矯
正
）
相
談
】

　

町
田
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ

り
、
矯
正
専
門
歯
科
医
師
と
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
相
談
を
個
別
で
実
施
し
ま

す
。

○
日
時　

３
月　

日
（
水
）
午
後
１
時

２４

　

分
〜
３
時

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
担
当
歯
科
医
師　

小
田
裕
昭
氏

○
定
員　

６
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　

３
月
３
日
か
ら
電
話
で

歯
科
健
康
相
談

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　
　

歳
代
か
ら
女
性
は
誰
し
も
「
骨
粗

４０
し
ょ
う
症
」
の
階
段
を
の
ぼ
り
始
め
ま

す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
前
に
一
緒

に
勉
強
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

○
日
時　

３
月　

日
（
水
）
午
前　

時

１７

１０

〜
午
後
４
時
（
午
前
９
時　

分
受
付
）

４５

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階

○
内
容
・
講
師　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
＝

保
健
師
、
運
動
の
話
と
実
技
＝
運
動
指

導
士
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
病
態
と
治
療

＝
整
形
外
科
医
、
予
防
食
に
つ
い
て
＝

栄
養
士

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４５

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

こ

つ

こ

つ

教

室

　

歳
か
ら
の

４０

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・
高
血
圧
が
気

に
な
り
始
め
た
方
、
生
活
習
慣
病
は
毎

日
の
食
事
や
生
活
を
見
直
す
こ
と
で
十

分
自
己
管
理
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会

に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

基
本
健
康
診
査
等
で
「
血
糖

値
が
高
い
」
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中

性
脂
肪
が
高
い
」
等
の
指
摘
を
受
け
た

こ
と
の
あ
る
方

○
日
時　

３
月　

日
（
水
）
午
前
９
時

１０

　

分
〜
正
午

５０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

生
活
習
慣
病
予
防

栄

養

講

習

会

○
内
容
・
講
師　

生
活
習
慣
病
と
そ
の

予
防
＝
保
健
師
、
食
事
に
つ
い
て
の
ポ

イ
ン
ト
＝
栄
養
士
、
試
食
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

健
康
課
へ
。

　

町
田
市
都
市
計
画
審
議
会
は
、
都
市

計
画
法
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
市
の
都
市
計
画
に
関
す
る
事

項
を
調
査
審
議
す
る
機
関
で
す
。

○
資
格　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

２０

で
、
現
在
町
田
市
の
審
議
会
等
の
委
員

を
し
て
い
な
い
方

○
委
嘱
期
間　

４
月
か
ら
２
年
間
（
会

議
は
原
則
年
６
回
、
昼
間
に
実
施
）

○
募
集
人
員　

２
人

※
選
考
委
員
会
で
の
書
類
選
考
の
う

え
、
後
日
、
対
象
者
の
み
面
接
を
行

い
、
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
全
員
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
論
文
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

○
応
募　

「
あ
な
た
が
考
え
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
１
２
０
０
字
以
内
に

ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業

市

民

委

員

町
田
市
都
市
計
画
審
議
会

・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
３

月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
直
接
ま

１５
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
都
市
計
画
課

（
〒　

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

－

１９４

２０

　

、
11
７
２
４
・
２
１
５
５
、
6
７
２

２３４
・
１
１
９
２
）
へ
。

※
鉛
筆
書
き
は
不
可
と
し
ま
す
。

　

未
納
世
帯
を
訪
問
し
、
保
険
税
の
徴

収
と
納
税
交
渉
を
行
い
ま
す
。

○
資
格　
　

歳
〜　

歳
の
方

３０

５５

○
勤
務
日
時　

月　

日
（
月
４
回
の
休

２０

日
勤
務
あ
り
）
、
１
日
６
時
間
（
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
が
基
本
）

○
募
集
人
員　

３
人

○
賃
金　

時
給
９
２
０
円
＋
歩
合
給

○
採
用　

５
月　

日
以
降

１４

○
応
募　

応
募
書
類
を
３
月　

日
ま
で

１５

（
必
着
）
に
郵
送
で
国
保
年
金
課
納
付

係
（
〒　

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

１９４

２０

－

　

、
11
７
２
４
・
２
１
２
５
）
へ
。

２３
※
応
募
書
類
は
市
役
所
本
庁
舎
２
階
国

保
年
金
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
郵
送

希
望
の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

納

付

推

進

員

国
民
健
康
保
険
税

○
実
施
講
座　

多
摩
丘
陵
の
自
然
入

門
、
ま
ち
だ
の
福
祉
、
町
田
の
環
境
・

参
加
体
験
講
座
、
心
と
体
の
元
気
学
、

ま
ち
だ
市
民
国
際
学
、
町
田
の
郷
土

史
、
電
動
ロ
ク
ロ
入
門
講
座
、
人
間
関

係
学

○
申
し
込
み　

講
座
の
詳
し
い
内
容
が

書
か
れ
た
「
募
集
案
内
」
を
ご
覧
に

な
り
、
よ
く
内
容
を
確
認
の
う
え
、

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
「
募
集
案
内
」

は
３
月　

日
か
ら
市
役
所
そ
の
他
、

１０

市
の
主
な
施
設
で
配
布
し
ま
す
。
ま

た
、
詳
細
な
案
内
は
、
３
月　

日
発
行

２１

予
定
の
「
ま
ち
だ
の
教
育
」
を
ご
覧
下

さ
い
。

□問
 

ま
ち
だ
市
民
大
学
11
７
２
９
・
１
１

９
５ 受

講

生

（
前
期
・
通
年
講
座
）

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

　

あ
き
家
市
営
住
宅
（
一
般
世
帯
向
・

車
い
す
使
用
者
世
帯
向
）
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

○
資
格　

①
市
内
に
６
か
月
以
上
居
住

し
て
い
る
成
年
者
（　

歳
未
満
の
既
婚

２０

者
を
含
む
）
で
②
同
居
親
族
（
内
縁
及

び
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
り
（
車
い
す

使
用
者
世
帯
向
は
申
込
者
本
人
ま
た
は

同
居
親
族
の
中
に
満
６
歳
以
上
の
車
い

す
の
使
用
者
が
い
る
こ
と
）
③
所
得
が

定
め
ら
れ
た
基
準
以
内
の
④
住
宅
に
困

っ
て
い
る
方

※
単
身
者
向
住
宅
は
①
③
④
の
資
格
要

件
の
ほ
か
に
次
の
要
件
が
必
要
で
す
。

⑤
申
し
込
み
時
、
３
年
以
上
市
内
に

居
住
し
て
い
る
⑥　

歳
以
上
の
方
、

５０

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
１
級
〜
４
級
の
方
ま
た
は
生
活

保
護
受
給
者
等
で
⑦
原
則
と
し
て
現
在

同
居
し
て
い
る
親
族
が
い
な
い
単
身
者

の
方

○
募
集
戸
数　

３
人
以
上
の
一
般
世
帯

向
＝
木
曽
町
３
２
６
番
地　

…
１
戸
、

１６

金
森
１
１
２
８
番
地
１
…
１
戸
／
２
人

以
上
の
一
般
世
帯
向
＝
忠
生
一
丁
目　
１９

番
地
１
…
１
戸
／
単
身
者
向
＝
本
町
田

８
１
６
番
地
２
…
１
戸
／
車
い
す
使
用

者
世
帯
向
（
３
人
以
上
の
世
帯
）
＝
森

野
五
丁
目　

番
…
１
戸
、
木
曽
町
３
２

２３

６
番
地　

…
１
戸

１６

○
申
込
用
紙
配
布
期
間　

３
月
１
日
〜

　

日
（
６
日
は
除
き
、
７
日
は
市
民
課

１０駅
前
連
絡
所
の
み
配
布
）

○
配
布
場
所　

住
宅
課
（
中
町
第
二
庁

舎
１
階
）
、
市
政
情
報
や
ま
び
こ
（
中

町
分
庁
舎
１
階
）
、
南
・
な
る
せ
駅
前

・
鶴
川
・
忠
生
・
堺
・
小
山
の
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
駅
前
連
絡
所
、
木

曽
山
崎
・
玉
川
学
園
文
化
の
各
セ
ン
タ

ー※
セ
ン
タ
ー
等
は
部
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

○
応
募　

３
月　

日
ま
で
に
郵
送
で
住

１２

宅
課
に
届
い
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。

□問
 

住
宅
課
11
７
２
４
・
１
１
３
０

市
営
住
宅
入
居
者

　

高
齢
者
に
配
慮
し
た
仕
様
（
段
差
解

消
、
手
す
り
、
緊
急
通
報
装
置
等
）
を

備
え
、
安
否
の
確
認
等
を
行
う
生
活
協

力
員
が
配
置
さ
れ
た
都
営
住
宅
シ
ル
バ

ー
ピ
ア
（
高
齢
者
集
合
住
宅
）
地
元
割

当
分
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
資
格　

①
市
内
に
３
年
以
上
居
住
し

て
い
る　

歳
以
上
の
単
身
者
（
原
則
と

６５

し
て
現
在
同
居
し
て
い
る
親
族
が
い
な

い
方
）
で
、
自
立
可
能
な
（
介
護
が
受

け
ら
れ
る
場
合
を
含
む
）
②
所
得
が
定

め
ら
れ
た
基
準
以
内
の
③
住
宅
に
困
っ

て
い
る
方

○
募
集
戸
数　

市
内
５
地
区
、
単
身
者

向
＝
７
戸

○
申
込
用
紙
配
布
期
間　

３
月
１
日
〜

都
営
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住
宅

入

居

者
　

日
（
６
日
は
除
き
、
７
日
は
市
民
課

１０駅
前
連
絡
所
の
み
配
布
）

○
配
布
場
所　

住
宅
課
（
中
町
第
二
庁

舎
１
階
）
、
高
齢
者
介
護
課
（
市
役
所

本
庁
舎
２
階
）
、
市
政
情
報
や
ま
び
こ

（
中
町
分
庁
舎
１
階
）
、
南
・
な
る
せ

駅
前
・
鶴
川
・
忠
生
・
堺
・
小
山
の
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
駅
前
連
絡

所
、
木
曽
山
崎
・
玉
川
学
園
文
化
の
各

セ
ン
タ
ー

※
セ
ン
タ
ー
等
は
部
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

○
応
募　

３
月　

日
ま
で
に
郵
送
で
住

１２

宅
課
に
届
い
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。

□問
 

住
宅
課
11
７
２
４
・
１
１
３
０

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
一
定
期
間
上

１６

・
下
水
道
料
金
の
支
払
い
が
な
い
場

合
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
徴
収
員
が
未

納
整
理
事
務
を
行
い
ま
す
。

　

訪
問
の
際
は
、
制
服
を
着
用
し
、
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

□問
 

水
道
部
業
務
課
11
７
２
１
・
３
２
１

４

水
道
料
金
未
納
整
理
の

方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
、

市
内
で
新
た
に
事
業
を
始
め
る
中

小
企
業
者
が
事
業
資
金
を
調
達
す

る
た
め
、
市
と
取
扱
金
融
機
関
と

の
提
携
及
び
信
用
保
証
機
関
の
協

力
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

取
り
扱
い
は
次
の
金
融
機
関
の

町
田
市
内
に
あ
る
支
店
で
行
っ
て

い
ま
す
。

○
取
扱
金
融
機
関　

八
千
代
・
横

浜
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
東
京

都
民
・
り
そ
な
・
東
日
本
の
各
銀

行
、
城
南
・
横
浜
の
各
信
用
金

庫
、
町
田
市
農
業
協
同
組
合

※
金
融
機
関
、
信
用
保
証
機
関
の

審
査
に
よ
り
、
融
資
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

□問
 

商
工
観
光
課
11
７
２
４
・
２
１

２
９

町 田 市
中小企業
融資制度

※バリアフリー化整備資金、環境改善整備資金及び緊急資金は他の資金と重複して申し込みができます。融資資格確認書を発行しますので、事前にご相談下さい。
※この制度は、信用保証機関（東京信用保証協会）の保証が必要です。また、信用保証機関の指示により上表の他に保証人を要することもあります。
※信用保証料の１／２（バリアフリー化整備資金及び環境改善整備資金は全額）を融資時に補助します。また利子については（　）内の利率による額を年２回に分
け補助します。

町 田 市 中 小 企 業 融 資 制 度 概 要
保証人融資期間・返済方法融資利率融資限度額融資の種類

法人は代
表者個人
の連帯保
証が必要

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済
年利２．２％（１．５％）

１，０００万円

運 転 資 金
７年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済設 備 資 金

７年以内（１２か月の据置期間を含む）割賦返済
年利１．８％（１．８％）

バリアフリー化整備資金
環 境 改 善 整 備 資 金

年利２．０％（１．５％）
開 業 資 金

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済　５００万円
緊 急 資 金

年利２．２％（１．５％）小規模企業特別資金

ご利用下さい

【
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
単
独
で
は
使
用
し
な

い
で
下
さ
い
】

　

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
（
台
所
の
生
ご
み
を

砕
い
て
下
水
道
管
に
流
し
込
む
機
器
）

を
使
用
す
る
と
、
下
水
道
管
の
詰
ま
り

や
悪
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

下
水
処
理
場
の
処
理
負
担
が
著
し
く
増

え
、
維
持
管
理
に
大
き
な
支
障
と
な
り

ま
す
。

【
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム

は
使
用
で
き
ま
す
】

　

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム

下水道管�

下水処理場�

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ�

①ディスポーザ�

②専用排水配管�

汚水ます� 公共�
汚水ます� 下水道管�

ト
イ
レ�

風
呂
・�

洗
濯
等�

③排水処理槽（ディスポーザ排水と台所排水を処理）�

と
は
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
で
粉
砕

し
た
生
ご
み
を
排
水
処
理
槽
で

処
理
し
て
か
ら
下
水
道
管
へ
放

流
す
る
も
の
で
、
旧
建
設
大
臣

が
認
定
し
た
も
の
、
ま
た
は

（
社
）
日
本
下
水
道
協
会
の
基

準
に
適
合
し
た
も
の
が
使
用
で

き
ま
す
。
設
置
す
る
際
に
は
、

下
水
道
部
業
務
課
へ
届
け
出
が

必
要
で
す
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
０

・
１
８
３
３

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
に
つ
い
て
の
お
願
い

ディスポーザ排水処理システムの概念図

このシステムは以下の３つの要素で構成されています。
①各住宅等から発生する生ごみを粉砕するディスポーザ
②破砕されたディスポーザ排水を台所排水とともに搬送
する排水配管
③排水中の固形物などを処理する排水処理槽


